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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　9月　7日　（木）
司会者　濱谷　香桜理　　　　記録者　小向　由紀
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜患者様連絡事項＞

· 塚田　　昌様～排便10日見られない事から、グリセリン浣腸60ml1本処方あり。本日　　　　　　　　　

施行しています。反応便硬便多量に見られています。引き続き排便状況を観察し、早めにシンラックの内服など対応するようにしましょう。

· 浜中　トキエ様～皮膚科薬昼1回内服　4日分臨時継続処方となっています。引き続き

全身の皮膚の状態と発熱・腹痛の有無の観察をしていきましょう。

· 野里　　朝子様～経腸栄養剤　1日3本　7日分　処方となっています。食事の摂取状　　　　

態を見ながら勧めていきましょう。

· 森　　エツ様～アスパラＫ錠を服用されていますが、錠剤の粒が大きく内服困難な為、

本日より散剤に変更となっています。

· 中村　松五郎様～抗てんかん薬が1日1→2錠へ増量となっています。朝・夕の二回内　

服で5日分処方となっています。

· 高橋　良一様～南山苑入所の方向で検討中です。本日お母様が下平ＳＷとともに南山苑　　

の見学に行かれています。

· 鈴木　サダ様の御家族の面談について

本日、小坂Ｄｒ・田名部Ｄｒとで、日赤病院受診結果と今後の治療方針について話し合って頂いています。ご家族への説明は主治医である田名部Ｄｒから話をするとの事でしたので。主治医・御家族との面談日時を決めています。

　日時：9/11（月）15：30～

　場所：南病棟介護訓練室　

上記、ご家族に連絡し、了承を得ています。

＜連絡事項＞

· 排便の記載について～便の量と状態も細かくカルテに記載する様にしてください。

· 先月の欠勤者が24件と多いです。子供の体調不良もあるとは思いますが、自分自身の体調管理に気をつけましょう。

· 職員のごみについて～外にあるゴミ箱には缶と燃えるゴミの分別をきちんとするよう　

お願いします。

· 本日、南Ａユニットの配線工事を行なっています。無線→有線ＬＡＮになりました。

· おやつの管理について～Ａユニットの患者様のおやつやコーヒーなどの嗜好品を預か

る場合は他の患者様から見えないように戸棚の中にしまいましょう。

＜断水について＞

1 9月9日　8:30～12：00まで。南Ｂユニット全部とＣＤユニット全部

前日の準備：庶務よりポリタンクを借りておく（荒木田）9日は南Ｇのみなので全部借りて、病棟で水を汲んでおく。これは飲み水と手洗い用に使う。ＢとＣＤの風呂に水をためておく。これはトイレ使用後の流水用とする。トイレ使用後はバケツで水を流すようにする。

　　当日：ＣＤの入浴は午後から行い、入れない患者様は清拭で対応する。ポリタンク

　　　　　使用後は庶務へ返却する。

2 9月10日　9：00～12：00まで南Ａユニット。

Ｂユニットは断水ではない為、トイレ・洗面所はＢユニットを使用して頂く。職員もＢユニットを使用すれば良いので、特に水の汲み置きは行わない。

＜注目患者様ケア検討＞

・永洞　恭子様～11日日赤病院泌尿器科再受診・ＣＴ実施予定

　受診時に、入院時（昭和63年）と平成10年頃の血液検査データを持参します。新しいデータも必要なので明日採血行いそのデータも持参する事とします。

· 田中　清様

○マットレスについて

本人より現在のマットレスは厚くて高いので上りにくいなど、違うマットレスへの交換の希望が出ています。現在、田中清様は就床時の自力体動が少なく、車椅子に座っている時間も長い為、褥瘡発生のリスクが高いと考え、マキシフロートのマットレスを使用しています。以前コンフォートマットレスを使用した際、腰が痛いなど話し、自分のタオルケットを敷いていることもありました。今後も褥瘡予防のためマットレスは現状のままでいきたいこと本人にも説明していきましょう。

· オムツについて

夜間リハビリパンツでは横漏れすることが多く、カバータイプを使用してみてはという意見が出ました。実際に使用していますが、カバータイプでは夜間本人がトイレに起きる際使用しにくいという意見も出ました。現在自力で起き上がるにはふらつき多く、介助なしでは転倒の危険が高い状態です。夜間はポータブルトイレを使用せずカバータイプのオムツとパット交換で対応し、日中はリハビリパンツ使用し、ポータブルトイレやトイレを誘導・介助にて使用するようにしてはどうでしょうか。受け持ちスタッフはケアプラン検討して下さい。

